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　本資料は、継ぎ紙 3枚を巻子に仕立てた 1巻の書写資料で、「永
正二年　春日祭参行記　三
さんじょう
条西
にし
実
さねたか
隆自筆草稿」という箱書きを持
つ。内題、外題はともにない。本紙 1行目の右肩に、本文よりも
薄い色の墨で「永正二」の添え書きがあり（図 1参照）、本文中
には 28日、29日、30日の 3つの日付が認められる。
　藤原氏の氏神である奈良の春日大社の例祭・春日祭には、朝廷
からも使者が派遣され、毎年 2月と 11月の 2回、行われていた（現
在は 3月 13日の１日のみ）。本資料は、その本文中に、梨の花の
如く咲いている白い辛
こぶし
夷の花や、蕨
わらび
摘
つ
みの女などの描写が見られ
ることから、2月の春日祭参行の記録と思われる。
　箱書きにある三条西実隆（1455～ 1537）は、後柏原天皇とそ
の前後三代に仕えた室町後期の公卿で、学才・歌才に優れた当代
随一の文化人であった。三条西家の源氏学の礎を築き、連歌師の
宗
そう
祇
ぎ
（1421～ 1502）から古今伝授を受けたことでも知られる。
彼の遺した 60余年におよぶ日記は三条西家に伝えられ、戦後、
東京大学史料編纂所の所蔵となった 1）。試みに、その日記の永正
2年（1505）を閲すると、はたして実隆は 2月 28日に奈良へ赴き、
29日未明からの祭事に臨んでいる。
　そして、実隆にはもう一つ、明応 10年（1501）正月から天文
5年（1536）8月に至る 36年間の詠草集『再
さい
昌
しょう
草
そう
』2）もあり、
こちらの永正 2年 2月 28日から 30日の部分と本資料、さらに『実
隆公記』巻九に収載される「春日祭参向仮名記　永正二年二月」3）
の 3つを照らし合わせたところ、本文に大きな異同はなかった。
　従って、本資料の性格としては、①『再昌草』の草稿の一部、②『再
昌草』からの抄出資料、③「春日祭参向仮名記」の祖本もしくは
その類本からの転写本という可能性が考えられよう。
　上述のとおり、本資料は「実隆自筆草稿」との箱書きを持つ。
だが、附属する極札や折紙はなく、本資料が実隆の真筆である確
証はない。また、「草稿」という点についても、本資料末尾の修
正痕（図 2参照）からの臆断の可能性が高く、①との判断には慎
重にならざるを得ない 4）。
　③については、むしろ「春日祭参向仮名記」自体が『再昌草』
からの抄出資料（すなわち②）とも考えられるので、ここではい
ずれにしても、『再昌草』の当該部分のみが独立して伝来してい
る事実だけを押さえておきたい。
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　では、本資料の内容をおおまかに見ていこう。本文は「春日祭
参行すべきよし俄にもよほされしかば」から始まる。春日祭は上
申の日に行うのが通例であるが、『実隆公記』の当該年月 10日の
条には、その延引が注進されたという記事があり、同 24日あた
りから、急遽、欠員を補うなどの慌ただしい動きが見られる。本
資料冒頭部が「俄
にわか
に」と語るように、この時の春日祭への上卿の
参行は、間際になって決定されたらしい。
　2月 28日（甲申）未明に都を出立した実隆は、その道々、往
時とはすっかり変わって寂れてしまった沿道の様子に驚き、「お
ととしの頃は、行きかふ人の袖の錦、都の春の柳桜をこきまぜた
りしに」と、つい 2年ほど前の街道の賑わいを思い出して寂
せき
寥
りょう
の
感を募らせ、「不只江山無定主、苔礒亦識換漁翁」5）と陸
りくほうおう
放翁すな
わち南宋の詩人・陸
りくゆう
游の詩句を想起し、一首を詠ずる。曰く「山
水のぬしさだまらぬことはりにいくたびかはる春をみつらん」。
常住なる山河が、年々に巡り来る春を見つめ続けるのに引き替え、
人の営みの何と変わりやすいことか―実隆の思いは、寂寥から
無常へと導かれていく。
　あるいは、先年、今は亡き姉
あねがこうじ
小路中納言 6）と同道した折に、道
すがら歌を詠み交わした楽しさを思い出し、その光景を現前に浮
かべては、また詠歌しつつ、奈良へと向かうのであった。『実隆
公記』によれば、到着は申の下刻（午後 5時頃）。まる一日をか
けての移動であった。
　さて、翌 29日の未明から始まる春日祭の次第については、本
資料は一言も触れず、祭礼後に直会殿で目にした瑞垣に咲く花へ
の感興を歌に詠み、帰路での 1首とともに記すに留まる。『実隆
公記』でも、祭事についての記述はごく短簡で、参行記と同様、「社
頭の所々の花爛漫にして、尤も興有り」（原文は漢文）などと書
きとめている。
　実隆らはその日のうちに帰洛し、本資料の後半部分は、翌 30
日の記録が占めている。実隆は、折から届けられた八重桜に添え
て、後柏原天皇に帰京を報じる歌を贈り、次いで自身も参内。こ
の日、宮中では管弦の遊びが行われており、雨に濡れて一際美し
い桜に魅了された人々は、なかなか退出しようとせず、やがて清
涼殿の長階で詩歌管弦の遊びが繰り広げられたという。本資料は、
その時の詠歌から御製を始め、5首を記録している。
　さて、このように内容を䭝ってくると、本資料を「春日祭参行
記」の名で呼ぶこと自体に聊
いささ
かの疑問を感じる。春日祭参行の記
録にしては祭事の記述に乏しく、また、往路はともかく、復路は、
その旅の様子もほとんど描かれていない。上述のとおり、成立の
前後関係は不明にしても、本資料は『再昌草』とは別に、当該箇
所のみ独立して伝来しているわけだが、いったい誰が、何の動機・
目的で、この部分だけを独立させて伝えてきたのであろうか。
　臆測の域を出ないのであるが、手掛かりは末尾の一文にあるよ
うに思われる。後柏原天皇も交えて、愉しみを尽くしたこの夜の
ことを、実隆は「むかしおぼえたるこの夕、まことにわすれがた
く、千金の春宵、宮漏のみじかきをうらみてなん、まかりあかれ
侍りし（＝昔に戻ったような今夕の出来事は何とも忘れがたく、
何億とも言えぬほどの価値を持った春の宵であったのに、宮中の
水時計が計る時間は無情にも短く、瞬く間に終わりの時を迎えて
しまったことを残念に思いつつ、退出しました）」と結んでいる。
『実隆公記』でも、今夜のように、天皇が清涼殿の庇の間に出御
されて盃を賜うことは滅多にないので、この機会に、この場所で
の除
じ
目
もく
や舞
まい
御
ご
覧
らん
を、ぜひ再興するように奏上したと記し、そのよ
うに奏上できたこと自体を「誠に優美なり（＝この上なく良いこ
とであった）」と感慨深げに綴っている。
　そして、思い返せば、本資料は奈良へと向かう道すがら、一昨
年はああだった、昔はこうだったと、頻りに過去を振り返ってい
た。いわば、本資料は一貫して懐旧の情に彩られているのである。
　ここに、去りゆく王朝文化を憧憬し、その後ろ姿を追慕する実
隆の感懐を読み取るのは無理であろうか。「むかしおぼえたるこ
の夕、まことにわすれがたく」の一節は、哀切でさえあり、ここ
にこそ、本資料成立の、そして伝来の理由は存在するように思わ
れる。本資料は、宮廷文化の栄えた往古を偲ぶ実隆はじめ室町後
期の公卿たちの思いから、特に独立して伝来してきたものと考え
ておきたい。
（注）
1） この実隆自筆の日記は、続群書類従完成会から『実隆公記』と
して刊行されている。以下、引用は同書による。永正 2年 2月
は『実隆公記』巻四上（1961年刊）所収。
2） 伝本は少なく、本稿が引くのは『桂宮本叢書』第十一巻（宮内
府圖書寮編　1951年刊）所収のもの。三条西家秘蔵の実隆自
筆本を霊元天皇が自ら抄出書写した本（御所本）を底本とし、
鷹司本にて校合している。
3） 同書の目次によれば、東寺蔵観智院本を底本とし、書陵部本『再
昌草』で校合している。
4） 実隆自筆とされる館蔵資料のうち、荻野文書の書状 2通（文庫
12　56）にさえ疑義が提出されている（柴田光彦「荻野研究室
収集　三条西実隆の書状をめぐって」（『早稲田大学図書館紀要』
22－ 23号　1983年 8月）。
5） 浅学にして出典を知らない。諸賢のご教示を乞う。
6） 姉小路基綱（1441～ 1504）は和歌に堪能な公卿で、実隆との
親交も深かったという。
